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研究成果の概要（和文）：本研究では、４年間を通じてフィールドワークを行い、中国雲南省で話されるカムチ
ベット語のおよそ110地点に及ぶ変種ならびにカムチベット語分布域に重なる地域に分布するナシ語、リス語、
マリマサ語について、語彙形式および基本文型を中心に記述した。次に、これらのデータを電子化し、カムチベ
ット語については、ArcGISで分析可能な形のデータベースを作成した。これをもとに、地理言語学的な分析を行
い、各種方言群の形成について考察を進めた。
以上の研究に基づく成果として、論文を計６０件発表し、単著を１件出版した。また、国内・国際会議におい
て、口頭発表を２５件、ポスター発表を１件行い、招待講演を７件行った。

研究成果の概要（英文）：This research project conducted multiple times of fieldwork in Yunnan 
Province, China, throughout four years, and recorded lexical items and basic sentence examples of 
around 110 dialects of Khams Tibetan as well as Naxi, Lisu, and Malimasa, langauges spoken in the 
Tibetan area of Yunnan. Then, the data were arranged as an electronic format, and the data of Khams 
Tibetan was made a database for ArcGIS online to produce linguistic maps. Based on the database, the
 project conducted geolinguistic analyses and investigated the history of the formation of each 
dialect group of Khams Tibetan in Yunnan. 
The research results are: 60 articles and book chapters and one monograph as well as 26 
presentations in various conferences and workshops and 7 invited talks.
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１．研究開始当初の背景 
中国雲南省北西部は数百年にわたって多く
の少数民族が共生してきた地域であり、彼ら
の話す言語も多様で、かつ村落ごとに異なる
方言が話されている。本研究の対象とする地
域でチベット語をめぐる問題を研究するに
当たっては、チベット語の諸方言のみならず、
同地域でチベット文化圏と広範囲に接する
ナシ（納西）文化圏の支配言語・ナシ語や、
山間部に分散して住むリス族の言語・リス語、
および土地の漢語（中国語）などの諸言語も
記述研究の対象とし、主に音声・語彙のデー
タを記録する必要がある。同地域のチベット
語は３つの方言群に分かれていることが知
られているが、３種の方言群が相互にどのよ
うな関係にあるのか、また各群の下位方言群
がいかに分岐したのかについては未解明の
ままであった。 
 
２．研究の目的 
チベット文化圏の南東端に位置し、他の民族
文化圏と接する中国雲南省北西部で話され
るチベット語諸方言は、その分布地域の範囲
に照らして非常に大きな多様性を持ってい
る。本研究では、同地のチベット語諸方言が
多様で独特の言語特徴をいかにして持つよ
うになったのかという問題を提起し、同地の
多言語状況に配慮しながら、記述言語学の方
法論を用いて数十地点にわたる語彙・文法事
項に関する方言調査によって得られたデー
タを、比較言語学および地理言語学の方法論
で分析することを通じてこの問題を解明す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
以上の目的を達成するためには、下位方言分
類を含む各方言群の分布を地理的分布とと
もに可視化し、チベット語と非チベット語の
分布の関係を明確にしたうえで、各村落にお
ける言語状況に応じてナシ語やリス語の諸
方言の具体的な言語データを提示したうえ
で、言語接触によるチベット語の言語変化が
起こりえたかどうかを議論する必要がある。
そのためには、記述言語学的研究をチベット
語のみならず非チベット語についても行い、
方言間の比較言語学的研究とともに地理言
語学の方法論を運用してチベット語諸方言
のデータの地図化およびその地図について
の考察を行った。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、主に(1)収集した音声・語
彙・文法資料、(2)電子化したデータベース、
(3)データに基づいた考察、(4)成果の発表の
４点に分かれる。また、(5)国際共同研究も
成果に含まれる。 
 
(1)については、中国雲南省で行った計１０
回の臨地調査を通して、新しく約５０地点の
チベット語方言を記述し、これまでに記録し

たことのある方言の追加調査も行い、計約１
１０種のチベット語方言を記述した。加えて、
チベット文化圏で用いられる他の少数言語
のナシ語、リス語、マリマサ語も記述した。
記述研究の内容としては、主に２０００語程
度の語彙集に含まれる語彙形式、および基礎
的な文法構造を知るための２００文を記録
した。 
 
(2)については、(1)で記録したデータを検索
可能な電子的資料に変換し、データベース化
した。また、語彙データの一部を言語地図化
するため、オンライン地図作成ソフト ArcGIS 
online で扱えるように適切な形式に整理・編
集した。 
 
(3)については、まず、チベット語調査地点
を示す地図は次のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の地点に基づき、(2)で作成した言語地
図用のデータを用いて、ArcGIS online を用
いて試行錯誤を繰り返しながら言語地図を
計１００枚作成した。また、作成した言語地
図を解釈する方法を検討し、語彙形式の多様
性に富む語、少数の特定の語彙形式が用いら
れる語、音韻対応のみが問題になる語、と種
別を分けて解釈を行うこととし、チベット語
各種方言の歴史的変遷を考察した。 
この作業により、雲南省のカムチベット語の
系統関係がより明確になり、３種の方言群
（香格里拉、徳欽、郷城）が地理言語学で考
察可能となった約１００年の歴史において、
当初よりそれぞれ独立した方言群を形成し
ていることが明らかとなった。また、香格里
拉方言群の下位分類について、さらに踏み込
んだ分析を行い、歴史史料・口承による歴史
を参考にしつつ言語現象について考察を進
めることにより、香格里拉方言群全体が５０
０年以上も以前からナシ語の影響を受けた
方言群であり、その影響の大きさによって方
言の下位区分が行えることを示した。以上の
考察に基づいて、３種計１１種の方言群に分
類した。これを地図上に示すと、次のように



なる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加えて、言語地図を作成することによって方
言群の接触地域の状況を可視化し、それに基
づいて考察を進め、香格里拉方言群と郷城方
言群の方言接触と接触地域における各種方
言の発展について、具体的な接触の過程を明
らかにした。 
 
(4)については、以上の結果に基づいて、研
究の直接的成果および副次的成果を含む６
０件の論文を執筆し、２５件の口頭発表、１
件のポスター発表を行い、単著を１件出版し
た。 
 
(5)については、研究期間全体を通して、中
国・ノルウェー・オーストラリアの研究機
関・組織と共同研究を実施した。共同研究と
して、本研究課題そのものについての研究や
課題と密接に関係する副次的な研究を実施
した。その中で、招待講演を含む研究交流も
行い、また成果発表の一環として各国の研究
者との共同執筆論文の発表を行った。 
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